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１.はじめに ２.核融合とは何か

３.プラズマとは何か

４．プラズマ研究センターについて

私たちは核融合およびプラズマについて調べた。
プラズマ研究センターではプラズマとは分子のどの
ような状態か、またGAMMA １０/PDXを用いた
具体的なプラズマの制御研究、核融合とはどのよう
な反応であるか、について学習したのでそれをまと
めようと思う。坂本瑞樹先生に直接お会いすること
はできなかったが、実際にこの目でプラズマを制御
する装置を拝見することができたので深い学びに
なった。プラズマ研究センターで見たこと、聞いたこ
と、感じたこと、を最大限にこのポスターに表したい。

プラズマは、物質の第4の状態である。私たちがし
っているように、物質には「固体」と「液体」と「気体」
の３つの基本的な三態がある。それに次ぐのが、プ
ラズマである。気体にたくさんエネルギーを与えると、
電子と原子がバラバラになって電気を通す状態にな
り、これをプラズマというと学んだ。したがってプラ
ズマは、気体の上の存在と考えられるだろう。例え
ば、雷やオーロラ、ネオン看板の光もプラズマの一
種。さらに、太陽もプラズマでできているらしい。

６.研修を通じて

核融合とは、水素などの軽い
原子核が融合して、ヘリウム
などの重い原子核に変化する
ことだ。図１のように、重水素
と三重水素を反応させて、ヘリ
ウムと中性子にし、そのときに
発生する膨大なエネルギーを
発電などに使おうとしている。
図２において、青の線を
超えると使用する電気の量と
放出される（入手できる）電気の
量が等しくなる。また、赤の線を
超えると使用する電気の量よりも
放出される電気の量が上回り、
全体として＋となる。このように、プラズマを閉じ込
める時間と密度、温度によって条件が変わる。

私たちの行った筑波大学プラズマ研究所では、プラ
ズマを閉じ込めておくＧＡＭＭＡ 10/ＰＤＸを使いエ
ネルギー問題と地球温暖化の解決に貢献することを
基本理念とし、「地球の太陽」
を目指して日々プラズマや
核融合について研究して
いる。ちなみにGAMMA
１０ /PDXは「ミラー型」
と呼ばれる。それについては、
５で説明する。
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５．４種類のレーザー核融合について

レーザー方式には、「トカマク型」、「ヘリカル型」、「ミラー型」
「レーザー型」がある。ここでは、ミラー型について詳しく紹介
する。ミラー型には、軸対称系と非軸対称系が存在する。（右
図は前者である。）どちらも、両端の口が狭いのが特徴で、
磁気のかごを作り、その中にプラズマを閉じ込めている。

７．参考資料・参考文献

・https://www.prc.tsukuba.ac.jp/ja/ガンマ１０全体図/

・https://www.prc.tsukuba.ac.jp/ja/%e6%a6%82%e8%a6%81/

・https://atomica.jaea.go.jp/data/fig/fig_pict_07-05-01-01-03.html実際に研修を通じて最先端の研究に関われて
いることへの感動や、実際に見ることによって
得られる大きな学びがあったので良い経験に
なったと感じる。
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